
☎町役場 0467（74）1111

町
防
災
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す

※申請可能な過去の対象期間は、申請書が受理された月から2年1カ月前までです。
　(すでに保険料納付済の月を除く)

国
民
健
康
保
険
証
の
郵
送
方
法
が

変
更
に
な
り
ま
す

　
こ
れ
ま
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
対

し
て
、
保
険
証
を
簡
易
書
留
で
お
届
け
し
て
い

ま
し
た
が
、
4
月
1
日（
月
）か
ら
は
、
特
定
記

録
で
の
発
送
と
な
り
ま
す
。

　
特
定
記
録
に
な
る
こ
と
で
、
直
接
の
受
け
取

り
は
必
要
な
く
な
り
、
郵
便
受
箱
へ
の
配
達
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課　
☎
内
線
１
２
７

国
保
・
高
齢
者
医
療
担
当

Ｆ
Ａ
Ｘ（
７
４
）５
６
１
３

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
学
生
で

も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

一
般
的
に
学
生
は
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制

度
が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
９
年
度
分
だ
け
で
な

　

高
齢
者
等
で
防
災
に
関
す
る
情
報
を
得
る

こ
と
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、
４
月
１
日（
月
）

か
ら
町
防
災
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す
。

　
町
で
は
す
で
に
、
災
害
時
等
の
情
報
に
つ
い

て
防
災
行
政
用
無
線
や
メ
ー
ル
配
信
で
提
供

し
て
い
ま
す
が
、
同
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
シ
ス
テ
ム
を
経
由

し
て
ご
家
庭
内
で
町
の
防
災
行
政
用
無
線
放

送
お
よ
び
気
象
庁
の
緊
急
地
震
速
報
の
受
信

が
可
能
と
な
り
、
情
報
を
よ
り
確
実
に
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
と
国
民
年
金
保
険
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
の

前
納
割
引
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

４
月
か
ら
２
０
２
０
年
３
月
ま
で
の
保
険
料

は
、
月
額
１
万
６
４
１
０
円
で
す
。
保
険
料
の
納

付
期
限
は
翌
月
末
で
す
が
、
前
も
っ
て
一
括
で
納

め
る
と
割
引
に
な
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
前
納
用
の
納
付
書
で
１
年
分
を
４

月
末
日
ま
で
に
一
括
で
納
め
て
い
た
だ
く
と
、

年
間
３
４
８
０
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。
年
度

途
中
で
も
前
納
で
き
る
期
間
が
あ
り
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課　
☎
内
線
１
２
４

年
金
担
当　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
７
４
）５
６
１
３

く
、
表
の
と
お
り
過
去
の
未
納
分
も
さ
か
の
ぼ

っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
必
要
な

人
は
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学

院
）、短
期
大
学
、高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校（
修
業
年
限
１
年

以
上
あ
る
課
程
）に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
前

年
所
得
が
次
の
計
算
式（
１
１
８
万
円
＋{

扶
養

親
族
等
の
数
×
38
万
円}

）で
計
算
し
た
金
額
以

下
で
あ
る
人

申
請
方
法　

申
請
年
度
有
効
の
学
生
証（
コ
ピ

ー
可
、
有
効
期
限
が
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る

場
合
は
裏
面
の
コ
ピ
ー
も
必
要
）、
年
金
手
帳
、

認
印（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）を
持
っ

て
保
険
年
金
課
へ
直
接

※
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
、
４
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、
承
認
を
受
け

た
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
、
４
月

初
め
に
再
申
請
の
用
紙
が
届
き
ま
す
。
引
き
続

き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

※
学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
場
合
は
、
追
納
の
納
付
書
が
必
要

で
す
。
本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書（
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）、
年
金
手
帳
、

印
鑑
を
持
っ
て
藤
沢
年
金
事
務
所（
藤
沢
市
１

０
１
８
、
☎
０
４
６
６（
５
０
）１
１
５
１
）で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課　
☎
内
線
１
２
４

年
金
担
当　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
７
４
）５
６
１
３

　
ま
た
、
町
で
は
次
の
人
を
対
象
に
防
災
情
報
サ

ー
ビ
ス
の
個
人
利
用
料
金
を
全
額
補
助
し
ま
す
。

（
工
事
費
用
、
電
気
料
金
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
）

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象　
町
内
在
住
の
75
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら

し
の
人

利
用
期
限　
２
０
２
４
年
３
月
31
日

申
し
込
み　
町
民
安
全
課
へ
直
接

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
安
全
課　
☎
内
線
２
８
３

災
害
対
策
担
当　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
７
４
）９
１
４
１

■4月中に申請する場合

申請可能な過去の対象期間※ 審査の対象となる所得

2016年度分 2017年3月 2015年中所得

2017年度分 2017年4月～2018年3月 2016年中所得

2018年度分 2018年4月～2019年3月 2017年中所得

2019年度分 2019年4月～2020年3月 2018年中所得

12広報さむかわ　2019.4



　鎌倉時代前期の武士。石
橋山の合戦に大敗した源
頼朝の命を救った逸話は
有名です。景時について
は、源義経や御家人を陥れ
た陰湿な讒

ざんげんしゃ

言者、というイ
メージを抱く人も多いか
もしれませんが、頼朝の側近として能力を発揮した有能な官
僚、という評価もされています。その景時は、一之宮の天満
宮周辺(写真)に館を構えたと伝えられています。
　頼朝没後、幕府内で急速に孤立した景時は、鎌倉を追放さ
れ、駿

するがのくにきつねがざき

河国狐崎（現、静岡市）にて一族と共に討ち死にを遂げ
ることとなります。

源頼朝の
一の郎党
生年不詳〜正治2年(生年不詳〜1200)

梶
か じ わ ら

原 景
か げ と き

時第12回

問寒川文書館　☎（75）3691　FAX（75）3758

詳しく知りたい人は
文献　『寒川町史』第6巻・第13巻、『寒川町史研究』第13号

寒川のことを調べるなら寒川文書館(寒川総合図書館4階)へ

　
み
ん
な
の
協
働
事
業
提
案
制
度
は
、
町
民
と

町
が
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
協
働
事
業
を
行
う
新
た
な
町
民
や
団
体
の

発
掘
お
よ
び
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
町

民
と
町
が
協
力
し
て
、
地
域
課
題
等
の
解
決
に

向
け
て
役
割
分
担
し
て
行
う
事
業
を
提
案
し
て

い
た
だ
き
、
採
択
さ
れ
た
事
業
の
実
施
に
対
し

て
町
が
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

｢
み
ん
な
の
協
働
事
業
提
案
制
度｣

の
事
前
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　
原
則
と
し
て
、
事
前
相
談
が
提
案
す
る
た
め

の
条
件
と
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て

み
た
い
と
い
う
提
案
や
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
前
相
談
受
け
付
け
期
間　
４
月
８
日（
月
）〜

５
月
10
日（
金
） 

対
象　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
団
体

▼
旧
み
ん
な
の
協
働
事
業
提
案
制
度
モ
デ
ル
事
業

（
２
０
１
５
～
２
０
１
７
年
度
）の
事
業
実
施
団
体
で
な
い

▼
運
営
に
関
す
る
会
則
等
が
あ
り
、
適
正
な
会

計
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る

▼
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、
営
利
活
動
を
行
っ

て
い
な
い

▼
暴
力
団
ま
た
は
そ
の
構
成
員
統
制
下
に
な
い

対
象
事
業　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業

▼
町
内
で
実
施
す
る
事
業
で
地
域
の
課
題
解
決

を
目
指
し
て
い
る

▼
具
体
的
な
効
果
、
成
果
が
期
待
で
き
る

▼
町
民
お
よ
び
町
民
活
動
団
体
と
町
の
役
割
分

担
が
明
確
か
つ
妥
当
で
、
協
働
で
実
施
す
る
こ

と
で
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る

▼
実
施
に
か
か
る
予
算
や
計
画
が
適
切
で
あ
る

▼
他
の
補
助
金
等
の
対
象
で
な
い

※
営
利
目
的
、
宗
教
活
動
や
政
治
活
動
を
助
長

す
る
恐
れ
の
あ
る
も
の
、
公
序
良
俗
に
反
す
る

も
の
、
そ
の
他
協
働
事
業
と
す
る
こ
と
が
不
適

切
な
も
の
は
対
象
外
。

補
助
金
上
限
額　
協
働
事
業
ス
タ
ー
ト（
入
門
）

支
援
５
万
円
、
協
働
事
業
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ（
発

展
）支
援
50
万
円

相
談
方
法　
協
働
文
化
推
進
課
へ
電
話
か
直
接
、

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
）で

■
問
い
合
わ
せ
先

協
働
文
化
推
進
課　
☎
内
線
２
７
１

協
働
担
当　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
７
４
）９
１
４
１

　

わ
た
し
の
提
案（
町
長
へ
の
手
紙
）は
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
町
政
に
参
加
す
る
た

め
の
制
度
で
す
。

ご
意
見
・
ご
提
案
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
日
ご
ろ

考
え
て
い
る
こ
と
や
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ
ア
な

ど
を
町
民
窓
口
課
へ
郵
送
か
直
接
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
ご
意
見
・
ご
提
案
は
町
長
が
す
べ
て
確
認

し
、
回
答
の
希
望
が
あ
り
、
住
所
・
氏
名
等
の

記
載
が
あ
る
も
の
に
は
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
6
年
度
以
降
に
い
た
だ
い
た
ご
意

見
・
ご
提
案
の
一
部
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

記
載
し
て
い
ま
す
。

提
案
に
対
す
る
褒
賞
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

　
内
容
が
具
体
的
で
あ
る
こ
と
や
、
住
所
・
氏
名

気
軽
に
提
案
く
だ
さ
い

わ
た
し
の
提
案（
町
長
へ
の
手
紙
）

等
の
記
載
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
一
定
要
件
を
満
た

し
て
い
る
提
案
に
つ
い
て
前
期（
１
～
６
月
分
）と

後
期（
７
～
12
月
分
）に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
審
査
し
、

基
準
点
以
上
の
も
の
に
褒
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

≪
後
期
の
褒
賞
受
賞
提
案
が
決
定
し
ま
し
た
≫

　
次
の
２
提
案
に
対
し
て
褒
賞
を
授
与
す
る
こ

と
が
決
ま
り
、
提
案
者
に
町
の
推
奨
品｢

寒
川
の

め
ん｣

を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
年
間
を
通
じ
て

の
最
優
秀
提
案
も
決
ま
り
、
受
賞
者
に
は｢
寒
川

の
鉢
花｣

を
贈
り
ま
し
た
。

褒
賞
受
賞
提
案

▼
公
園
に
つ
い
て（
最
優
秀
提
案
と
同
時
受
賞
）

内
容　
公
園
管
理
に
関
す
る
改
善
提
案

▼
町
長
へ
の
手
紙　
運
営
に
つ
い
て

内
容　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
町
長
へ
の
手
紙

ペ
ー
ジ
の
掲
載
方
法
の
改
善
提
案

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
窓
口
課　
☎
内
線
２
５
４

町
民
相
談
担
当　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
７
４
）２
８
３
３
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☎町役場 0467（74）1111

■委員を募集する審議会等の詳細

名称 概要 任期 人数 年間開催
回数

報酬・
謝礼等

｢私の考え｣
テーマ 問い合わせ先

総合計画審議会
総合計画の策定および実施に関
する基本的な事項について調
査、審議

6月1日～
2021年
3月31日

1人 2～3回程度 日額5,000円 人口減少社会における
将来の寒川町

企画政策課
☎内線212　企画行革担当
FAX（74）9141

まち・ひと・しごと
創生総合戦略策定等
外部委員会

町の総合戦略の策定、推進につ
いて検討、検証

6月1日～
2021年
5月31日

1人 2～3回程度 記念品 私が考える寒川町の地
域活性化策とは

企画政策課
☎内線212　企画行革担当
FAX（74）9141

協働事業
選考委員会

みんなの協働事業提案制度にお
ける提案事業について審査

7月1日～
2021年
6月30日

1人
3回程度（4月、
7月、11月ごろ、
それぞれ2〜3

時間程度）

記念品
（年間2,000円

分の商品券）
私が思う協働のまちづ
くり

協働文化推進課
☎内線271　協働担当
FAX（74）9141

まちづくり
推進会議

協働のまちづくりについて調
査、協議

6月1日～
2020年
6月30日

2人 3～5回 日額5,000円 あなたにとって開かれ
た町政とは

協働文化推進課
☎内線271　協働担当
FAX（74）9141

さむかわ男女
共同参画プラン
推進協議会

町の男女共同参画社会実現に必
要な施策等を調査、検討

6月1日～
2021年
3月31日

3人 3～5回 記念品
男も女も対等で、いきい
きと暮らせる社会をつく
るには何が必要ですか

協働文化推進課
☎内線274　文化担当
FAX（74）9141

生涯学習推進
会議

町の生涯学習活動の支援および
推進に関し、広く町民の意見を
反映させるため｢寒川学びプラ
ン｣に基づき、施策等を検討

6月1日～
2021年
3月31日

1人 2～4回 記念品 あなたにとって生涯学
習とは

協働文化推進課
☎内線273　文化担当
FAX（74）9141

地域自立支援
協議会

相談支援体制の強化や障害者福
祉行政政策、障がい者福祉計画
に関する協議、調査研究等

6月1日～
2020年
6月30日

2人 5回程度 記念品
障がい者が安心して暮
らせるまちづくりにつ
いて

福祉課
☎内線144　障がい福祉担当
FAX（74）5613

地域福祉計画
推進会議

社会福祉法に基づく地域福祉計
画の進行管理

6月1日～
2021年
5月31日

2人 3回程度 記念品 日ごろ行っている地域
福祉活動について

福祉課
☎内線141　総務担当
FAX（74）5613

介護保険運営
協議会

介護保険事業計画の進捗状況や、
地域包括支援センター、地域密着
型サービスに関する、調査、協議

6月1日～
2021年
3月31日

2人 4回程度 日額5,000円 私が考える介護予防
高齢介護課
☎内線135　介護保険担当
FAX（74）5613

生活支援・介護
予防サービス基盤
整備推進会議

日常生活で支援が必要な高齢者
への、さまざまなサービスの基
盤整備を推進するための協議

6月1日～
2021年
3月31日

1人 3〜4回程度 年額2,000円
相当の記念品

高齢者を支える地域の
つながり

高齢介護課
☎内線135　介護保険担当
FAX（74）5613

環境審議会
環境基本計画の推進や見直し、
そのほか環境の保全および創造
に関する基本的事項および重要
事項の調査、審議

7月1日～
2021年
6月30日

1人 3回程度 日額5,000円 環境問題に関する私の
考えについて

環境課
☎内線432　環境保全担当
FAX（74）1385

寒川広域リサイクル
センター運営
委員会

寒川広域リサイクルセンターの
運営等に関する提言、協議

6月1日～
2020年
3月31日

1人 2回程度 記念品 分別収集とリサイクル
について

寒川広域リサイクルセンター
☎（74）5547
FAX（74）5568

応
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る
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選

任
さ
れ
て
い
な
い

▼
町
の
行
政
機
関
の
職
員
ま
た
は
町
議
会
議
員

で
な
い

▼
同
一
の
審
議
会
等
の
公
募
委
員
を
２
期
続
け

て
務
め
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
職
を
退
い
て
か

ら
２
年
以
上
経
過
し
て
い
る

※
介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員
は
右
記
資
格
に

加
え
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

○
介
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２
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０
０
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０
０
字
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を
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す

※報酬が日額5,000円の委員は、勤務時間が1日4時間以上の場合、日額8,700円となります。
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楽しいイベントや記憶に残る
出来事を写真とともに紹介します。

自分たちの
町について考える

　南小学校6年生の子どもたちが寒川町の未来について提案
発表会をしました。
　子どもたちは、昨年10月から「総合的な学習の時間」を使っ
て、町のイベントや防災、医療、お金などのテーマに分かれて、
町の現状や課題について調べました。
　発表会は体育館で行われ、保護者の人や町職員も参加し、
子どもたちの提案に関心しながら、さまざまなグループの発
表を聞いていました。
　また、グループ発表のほかにも個人で調べたものも
展示され、子どもたちの視点でさまざまな町の未来が
描かれていました。
　発表を終えて、子どもたちからは「寒川町について初
めて知ることが多かっ
た」、「未来を考えるこ
とが大変だった」などの
声 を 聞 く こ と が で き、
自分たちの町を考える、
いいきっかけになって
いました。

2

20
町農畜産物立毛共進会褒賞授与式が
開催されました

　2018年度に開催された10品目の各農産物の生育状況や栽培技術などを審
査する農畜産物立毛共進会の褒賞授与式が2月20日に催されました。
　審査の結果、各部門の優等賞は次のとおりです。

＜最優秀特別賞（3年連続受賞された人に贈られます）＞
▶鉢物　谷澤正勝さん（宮山）	 ▶ほうれん草　三留利男さん（岡田）
＜優等賞＞
▶マスクメロン　吉田勝己さん（宮山）	 ▶枝豆　相田孝さん（田端）
▶梨　金子共秀さん（宮山）	 ▶促成いちご　杉崎保明さん（宮山）
▶ねぎ　三留利男さん（岡田）	 ▶小松菜　石黒秀樹さん（田端）
▶カーネーション　金子誠さん（宮山）	 ▶スイートピー　吉田光晴さん（宮山）

3

4
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